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授乳期の栄養方法

旧 「母乳育児」「育児用ミルク」

新 「母乳」「育児用ミルク」「混合栄養」

３パターンになり、それぞれのポイントを明記。

▼改定の根拠▼

授乳の支援において、乳汁の種類（母乳、育児用ミ
ルク）にかかわらず、母子の健康の維持や健やかな
母子・親子関係の形成を促し、育児に自信を持たせ
ることを基本とする。

追記



液体ミルクについて
平成30年8月8日に乳児用調製液状乳（以下「乳児用液体ミルク」という。）
の製造・販売等を可能とするための改正省令等が公布されるとともに、特
別用途食品における乳児用液体ミルクの許可基準等が設定され、事業者
がこれらの基準に適合した乳児用液体ミルクを国内で製造・販売すること
が可能となった。

液体ミルクとは・・・
・乳児用液体ミルクは、液状の人工乳を容器に密封したものであり、常温での
保存が可能なもの。
・調乳の手間がなく、消毒した哺乳瓶に移し替えて、すぐに飲むことができる。
・地震等の災害によりライフラインが断絶した場合でも、水、燃料等を使わず授
乳することができるため、国内の流通体制が整い、使用方法等に関する十分
な理解がされることを前提として、災害時の備えとしての活用が可能である。

使用上の留意点
製品により、容器や設定されている賞味期限、使用方法が異なる。
使用する場合は、製品に記載されている使用方法等の表示を必ず
確認することが必要である。



イオン飲料について
旧 離乳の開始前に果汁を与えることについては

（～省略）栄養学的な意義は認められていない。

新 離乳の開始前に果汁やイオン飲料

を与えることの栄養学的な意義は認められていない。

▼改定の根拠▼

イオン飲料の多量摂取による乳幼児のビタミンB1欠乏が
報告されている。授乳期及び離乳期を通して基本的に
摂取の必要はなく、必要な場合は、医師の指示に従うこ
とが大切である。

追記



離乳食の進め方

「歯の生え方」「摂食機能の目安」追記

「離乳初期」～「離乳完了期」追記

離乳の進め方の目安（従来）

離乳の進め方の目安（改訂）



食物アレルギーの対応

旧 生後７～８か月頃

新 生後５～６か月頃

つぶしがゆから始める。すりつぶした野菜等も試し
てみる。慣れてきたら、つぶした豆腐・白身魚・卵黄
等を試してみる。

▼改定の根拠▼

食物アレルギーの発症を心配して、離乳の開始や
特定の食物の摂取開始を遅らせても、食物アレル
ギーの予防効果があるという科学的根拠はない。

追記

卵黄を与え始める時期について



鉄・ビタミンＤの摂取について

旧 生後9か月以降で鉄の不足には十分配慮する。

↓

新 母乳育児の場合は、適切な時期に離乳を開始し、
鉄やビタミンＤの供給源となる食品を積極的に摂取す
ることが重要。

▼改定の根拠▼

母乳育児の場合、生後６か月の時点で、ヘモグロビン
濃度が低く、鉄欠乏を生じやすい。また、ビタミンD欠乏
によるくる病の増加が指摘されている。

追記



ベビーフードについて

旧 ベビーフードを利用する時の留意点等あり。

新 下記を加筆。

ベビーフードの食材の大きさ、固さ、とろみ、味付け等が、
離乳食を手づくりする際の参考になる。

▼改定の根拠▼

「離乳食を作るのが負担、大変」と思う保護者が33.5%。

保護者の気持ちを受け止め、離乳食づくりの負担感を軽
減し、寄り添いを重視。



乳児ボツリヌス症について➀
▼改定の根拠▼

国内で初めての乳児ボツリヌス症による死亡事例
が発生したため参考資料を追加。

▼参考資料概要▼

乳児ボツリヌス症とは、1歳未満の乳児が、芽胞とし
て存在しているボツリヌス菌を摂取し、消化管内で
発芽、増殖し、産生された毒素により発症するもの。

新生児訪問指導及び乳幼児健康診査等をはじめと
した様々な機会をとらえ、積極的に乳児の保護者等
に対し、情報提供に努めていく。



乳児ボツリヌス症について②
ウェブサイト等を用いて以下内容を注意喚起。


